
 

 

 
 
様 式 Ｃ－７－１ 
 
 

平成１９年度科学研究費補助金実績報告書（研究実績報告書) 
 
 

1. 機 関 番 号 1 4 6 0 3      2. 研究機関名 奈良先端科学技術大学院大学       
                        
3. 研 究 種 目 名   基盤研究（C）     4. 研究期間      平 成 １８ 年 度  ～  平 成  １９年 度 
 

5. 課 題 番 号 1 8 5 7 0 1 7 9
 
6. 研 究 課 題 名 Ire1 による小胞体ストレス感知機構の解明              

 
7. 研 究 代 表 者 

研 究 者 番 号 研 究 代 表 者 名 所  属  部  局  名 職   名

6 0 2 6 3 4 4 8 
ﾌﾘｶﾞﾅ キマタ，ユキオ

バイオサイエンス研究科 准教授 木俣，行雄
8.研究分担者(所属研究機関名については、研究代表者の所属研究機関と異なる場合のみ記入すること。) 

研 究 者 番 号 研 究 分 担 者 名 所属研究機関名・部局名 職   名

        
ﾌﾘｶﾞﾅ 

   

        
ﾌﾘｶﾞﾅ 

   

        
ﾌﾘｶﾞﾅ 

   

        
ﾌﾘｶﾞﾅ 

   

        
ﾌﾘｶﾞﾅ 

   

9. 研究実績の概要(国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、600 字～800 字で記入。図､ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。) 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、 
     交付申請書に記載した「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できる 
     だけ分かりやすく記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等 
       は記載しないこと。 

 小胞体は分泌系タンパク質の高次構造形成が行われる細胞内小器官である。小胞体ス
トレス状態ではこのプロセスが阻害され、構造異常タンパク質が小胞体の内部に蓄積す
る。あらゆる真核生物の小胞体に存在するI型膜貫通タンパク質Ire1は、小胞体ストレス
に応じて活性化し、小胞体ストレス応答を誘起する。代表的な小胞体ストレス応答とし
ては、小胞体内在性分子シャペロン遺伝子の発現誘導を挙げることができる。本研究で
は、Ire1が小胞体ストレスを感知する、すなわち、小胞体ストレスに応じてIre1が活性
化するメカニズムの解明を目指した。 
 まず私は、小胞体ストレスに応じてIre1が多量体化することを見いだした。多量体化
に関わる領域を欠失させ、恒常的に多量体化しているIre1変異体も活性化に関しては小
胞体ストレス依存的であったことから、多量体化は活性化の十分条件では無いと考えら
れた。次に私は、Ire1の小胞体内腔ドメインに構造異常タンパク質が直接的に相互作用
することを明らかにした。Ire1小胞体内腔ドメイン変異体の表現型は、この相互作用が
Ire1の活性化にとって必須であることを強く示唆している。すなわちIre1は、「多量体
化」そして「構造異常タンパク質の直接的結合」という2段階で制御されているのである
。この2段階の制御により、「応答の正確性」すなわち「Ire1は小胞体ストレスに対して
は鋭敏に応答するが、他のストレスに対しては応答しない」ということが保証されてい
ると考えられる。 

※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  

添付すること。 
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ること。 

 

 
 


